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＆　野球用語集

　in民宿 きりしま
2009/11/14～2009/11/15

作　しつあ　だらは

※内容はいたってまじめです。

１．守備位置（ポジション）について
２．投手と捕手に関するルール
３．打者に関するルール
４．走塁に関するルール
５．ストライクゾーンについて
６．ピッチャーの球種について
７．グラウンドと用具
８．プロ野球について
＆　野球用語集
みんな、読んでね。

１．守備位置（ポジション）について
守備をする側のチームは、９人がそれぞれグラウンド内のある位置（ポジション）について守ります。９人のうち、打者に対して投球を行う役割の選手１人を ピッチャー、投手の投球を受ける役割の選手１人をキャッチャー、内野を守る４人を内野手、外野を守る３人を外野手と言います。９人の守備位置、それぞれの 名称、守備位置を示す番号などについては下をご参照ください。


	

	【投　手】
	
	【内野手】
	
	【外野手】
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P：投手／ピッチャー
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1B：一塁手／ファースト
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LF：左翼手／レフト

	【捕　手】
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2B：二塁手／セカンド
	
	[image: image5.png]


CF：中堅手／センター
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C：捕手／キャッチャー
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3B：三塁手／サード
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RF：右翼手／ライト

	
	[image: image9.png]


SS：遊撃手／ショート
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ピッチャーとキャッチャーに関しては投球時にいるべき位置が明確に定められていますが、それ以外の７人は守備位置が上の図と多少異なっていても問題ありま せん（ライトの選手がセンターよりにいたりセカンドの選手が２塁ベース上にいたりしても問題ありません）。ただし、キャッチャー以外の８人はフェアエリア にいないといけません。

２．投手と捕手に関するルール
投手に定められているルール
投手は他の野手とは働きが大きく異なるので、『しないといけないこと』と『してはいけないこと』が数多く定められています。以下に代表的なものを紹介します。

· 投手板に足を触れた状態で投球しないといけない。

· 走者がいない場合は捕手からの返球を受けた後、20秒以内に投球しないといけない

· 先発投手は少なくとも１人の打者との対戦を終えないと交代できない。（アウトにするか出塁されるか）

· 救援投手は少なくとも１人の打者との対戦を終えるか、スリーアウト目を取らなくては交代できない。（ツーアウト１塁などの状況で登板した場合、打者をアウトにしなくても牽制や盗塁を刺すといったことでスリーアウト目をとれば次のイニングから交代できます）

· ボールにツバや異物、傷などをつけてはいけない

· アウトにしたり盗塁しにくくさせるため、走者をだますような行為をしてはいけない。これに違反することをボークと言います。詳しくは次のボークの項目をご参照ください
ボーク

塁上にランナーがいる状況でピッチャー、もしくはキャッチゃーが、ランナーをアウトにしたり進塁されにくくするために行う反則行為のことを言います。ボー クが宣告されれば、塁上のランナーは全て１つ先の塁へ進むことが出来ます。ボークは違反があった時点で即座に試合を止めることはなく、一連の動作が終了す るまでは行われます。例えばボークと判断されるボールをピッチャーが投球した場合、投げられたボールをバッターが打つまでが一連の動作になります。ボーク と判断されるボールをバッターが打ってアウトとなった場合は、その投球はなかったこととして打ち直し＆ランナーは次塁進塁、ヒットや四死球となればそちら が有効でボークは取り消しとなります。つまり攻撃側に有利な判断が下されます。
ボークと判断されるのは以下のような場合です。

投球に関して

· 投手板に足を触れずに投球した

· 投手板に足を触れて投球動作に入ったにも関わらず投球しなかった（投球動作を止めた）

· ボールを持っていないのに投球するふり（構え）をする

· 『セットアップポジション』での投球時に静止せずに投球した

· 打者が打つ準備をしていない（バットを構えていない）のに投球した

· 走者がいて投手版に足を触れている状態でボールを落とした

牽制に関して

· 投手板に足を触れているのに、もう片方の足を牽制する方に踏み出さずに送球した。

· 投手板に足を触れているのに、走者のいない塁に送球した、もしくは送球するフリをした

· 投手板に足を触れている状態で１塁に送球する動作を行ったが、実際には送球しなかった（投げたフリをした）

· 走者が塁から離れていないのに送球したりして不必要に試合進行を遅らせた

捕手に関して

· 敬遠の時など、投手の手からボールが離れるより前にキャッチャーズボックスから出てしまう

３．打者に関するルール
打者はバッターズボックスの中から打つ
打者はバッターズボックスの中から打つことが決められています。片足でもバッターボックスから踏み出していたらいけません。ただし、バッターボックスのラ イン上なら問題ありません。また、バントの時など、ボールに飛びつくような感じで打つケースが見られますが、この場合は打った時に「打者が空中にいる」状 態、つまり足が地面についていなければ問題ありません。もしバッターボックス外の地面に足がついていて打った場合は、打球がフェアかファウルに関係なく打 者はアウトになります。 
打順の間違い
当然ですが、打者は試合前に交換された打撃順の記されたメンバー表通りに打席に立たなければいけません。もし打撃順通りに打者が打たなければ、

· 打撃終了後に間違いが指摘されれば、たとえホームランやヒットを打っていてもアウトとなります。ただし、アウトになるのは「打った選手」ではな く、間違えられた「打っていない選手」です。つまり、６番打者が打つべき打順で誤って７番打者が打ってしまった場合、アウトになるのは６番打者です。そし て引き続き７番打者が打席に立つことになります。

· バッターボックスに打者が入っただけの状態、もしくは誤った打者の打撃中に間違いが指摘された場合は、そのままの状態で正しい打順の打者と交代します。例えば２ストライク１ボールの状況で間違いを指摘された場合、正しい打順の打者はその状況から打ち始めることになります。

前者の場合ですと本来の打者は「必ずアウト」になるので、守備側のチームはもし打撃途中で相手チームの打順の誤りに気づいても、その打者の打席が終了するまでは黙っておいた方が得策となります。
４．走塁に関するルール
スリーフットレーン内を走るのが原則
打者がボールを打った後、フェアであれば１塁に向かって走ります。その際に本塁と一塁の中間地点から一塁側の半分に設けられスリーフットレーン内を走らないといけません。（スリーフットレーンについては『野球のグラウンド』をご参照ください）
これは走塁により守備を妨害しないために設けられたルールなので、守備の妨害にならないようであればスリーフットレーン外を走っても問題ありません。たと えば３塁方向にゴロを打った場合、捕球した３塁手が１塁に送球する際、打者はスリーフットレーンよりさらに外側（ファウルエリアの側）を通って走っても OKです。 
オーバーラン
塁に出た走者は、塁から離れている状態で『タッチ』 されるとアウトになりますが、ヒットを打ったりした後、１塁を走り抜けることだけは許されています。１塁ではなく、２塁、３塁の場合に塁を走り抜けてし まった場合は、タッチされるとアウトになります。ただし、１塁の場合も２塁へ行こうとして走りぬけたのであればこの権利はなくなり、他の塁と同様、塁を離 れた状態でタッチされるとアウトになります。 
フライの場合は元いた塁に一度戻らなければいけない
フライを打者が打ち上げ、そのボールを守備側の選手がノーバウンドで捕球するその 瞬間、塁上の走者はフライを打ち上げる前いにいた塁にふれていなければいけません。もし打者がボールを打った瞬間に走り出してしまっていて塁に戻るまでの 間に、体か前にいた塁にタッチされるとアウトになります。

５．ストライクゾーンについて

ストライクゾーンとは、『本塁ベース上』で、『打者の膝頭の下を通る地面と水平の線』と『打者の肩とズボンの上端の中間部分（みぞおちぐらいになりますね）を通る地面と水平の線』で挟まれた空間となります。（草野球や少年野球などでは異なる場合もあります）
なお、ストライクゾーンは打者がボールを打ちにいこうとした時の姿勢で確定するもので、打者がバッターボックスに入って構えただけの状態ではストライクゾーンは確定していないことになります。
※イラストは右打者を想定していますので、左打者の場合、左右逆になります。
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ストライクゾーンの中（ストライクゾーンの少し外側を含む場合もあります）でも細かく位置をしめしたい場合は以下のように表現します。

【左右を表現したい場合】
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：内角／インコース
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：外角／アウトコース
【上下を表現したい場合】
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：高め／ハイ
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：低め／ロー
【左右上下を組み合わせて表現したい場合】
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：内角高め／インハイ
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：外角高め／アウトハイ
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：内角低め／インロー
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：外角低め／アウトロー
【その他】
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：ど真ん中



６．ピッチャーの球種について

ピッチャーはバッターに打たれないようにするため、ボールの握り方などを変えて『横に変化するもの』『縦に変化するもの』など、様々な種類のボールを投げます。
ここではよく耳にする９種類の球種をイラストとともに紹介しています。ただ、ボールの動きが分かりやすいよう、多少の誇張はありますので（実際にはイラストほどボールは曲がらなかったり落ちなかったりします）、その点をふまえた上でイラストはご参照ください。
※各イラストは右投手を想定していますので、左投手の場合、左右逆になります。
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ストレート（直球）

ピッチャーの基本となる球種です。
変化せず真っ直ぐ進み、最も球速の出る球種です。
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カーブ

右投げのピッチャーの場合は左に、
左投げのピッチャーの場合は右に曲がる球種です。
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スライダー

最初は真っ直ぐ進み、バッターの近くで地面と水平にスライドする球種です。
ボールは落ちません（縦の変化はありません）。
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シンカー

最初は真っ直ぐ進み、バッターの近くでボールが回転しながら落ちる球種です。
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シュート

右投げのピッチャーの場合は右に、
左投げのピッチャーの場合は左に曲がる球種です。
スクリューボールとも言われます。
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チェンジアップ

ストレートと同じ投球フォームでボールを投げるのですが、球速をコントロール（ストレートに比べて遅く）することによってバッターの打つタイミングをずらす球種です。
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フォークボール

ボールにあまり回転をかけず、バッターの近くでボールをストンと落とす球種です。
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スプリットフィンガード・ファーストボール

球速は落ちないまま、バッターの近くでボールが少し落ちる球種です。
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ナックルボール

フォークボール以上にボールに回転をかけずに（ほぼ無回転の状態で）投げる球種です。ボールに回転がかかっていないのでその時の状況により変化の仕方が異なります。多くの場合はバッターの近くでフラフラと不規則に揺れながら落ちます。

７．グラウンドと用具

※単位について
野球はアメリカ生まれの球技のため、グラウンドなどのサイズは『フィート（１フィートは305mm）』『インチ（１インチは25.4mm）』という単位を使って大きさが決められています。
しかし、フィートやインチを単位とすると日本人にはイメージが掴みにくいので、メートルやセンチメートルに換算して数値を記しています。そのため、ほとんどの数値が『約』付きのおおよその数値になっています。

野球のグラウンド（※イラストはプロ野球・社会人・高校・軟式・中学）
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	各塁間の長さ
	本塁から投手板までの長さ
	本塁から外野フェンスまでの長さ

	プロ野球・社会人・
高校・軟式・中学
	約27.4m
	約18.4m
	約76.2m以上
理想は約97.5m以上

	小
学
生
	リトルリーグ
	約18.3m
	約14m
	約61m以上

	
	ボーイズリーグ
	約22.9m
	約15.4m
	特に規定なし

	
	軟　式
	23m
	16m
	センター85m／両翼70m



野球のボール

野球のボールは大きく硬式用と軟式用に分けられます。
硬式用はコルクやゴムなどを芯とし、その芯を糸でグルグ ル巻にしていきます。そしてその球状になったものを牛か馬の皮２枚で包み（※日本では牛革製のものが使われています）、糸で縫い合わせたものがボールにな ります。硬式用はボールの中に空洞がないのが特長です。また、アメリカにならってサイズはインチとオンスで定められています。
軟式用はゴムで作られていて、ボールの中が空洞なのが特長です（※準硬式用として空洞のないものもあります）。
軟式野球は日本で生まれたものなので、ボールは用途に応じて５種類あり、サイズもミリメートルやグラムで定められています。 
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	硬　式
	軟　式

	
	
	Ａ号
	Ｂ号
	Ｃ号
	Ｄ号
	Ｈ号

	直径（mm）
	約72.9～74.8
	71.5～72.5
	69.5～70.5
	67.5～68.5
	64.0～65.0
	71.5～72.5

	重量（g）
	141.7～148.8
	134.2～137.8
	133.2～136.8
	126.2～129.8
	105.0～110.0
	141.2～144.8


８．プロ野球について

最近はサッカーなど他のスポーツにおされ気味ですが、それでもまだだだ日本人にもっとも親しみのあるプロスポーツと言えばプロ野球でしょう。
1934年（昭和9年）に大日本東京野球倶楽部（現・読売ジャイアンツ）がプロ球団として初めて創立され、プロ野球が生まれました。以来数十年の間に多く の球団が生まれては消えを繰り返し、現在はパシフィックリーグ（以下パ・リーグ）に６球団、とセントラルリーグ（以下セ・リーグ）に６球団が属していま す。
3月末頃から10月頃までペナントと呼ばれる両リーグでのリーグ戦が行われ、両リーグそれぞれの１位球団を決定します。そのリーグ戦での１位球団同士が日本一をかけて戦うのが日本シリーズです。
パ・リーグはセ・リーグに比べて人気面で劣るためか、新しい試みへの挑戦が多く見られます。パ・リーグ独自の制度として、ピッチャーは打席に立たず、ピッ チャーの替わりに打つだけが専門、守備にはつかないという選手を採用したＤＨ（指名打者）制や、ペナントでの１位～３位までのチームによるプレーオフ制度 などがあります。

プロ野球 年表

	1934（昭和[image: image33.png]


9）年
	大日本東京野球倶楽部（現・読売ジャイアンツ）が誕生。

	1936（昭和11）年
	東京巨人、大東京、東京セネタース、大阪タイガース、阪急、名古屋金鯱、名古屋の７球団で日本職業野球連盟が創立される。

	1944（昭和19）年
	第二次世界大戦が激化し、プロ野球の興行が中止される。

	1946（昭和21）年
	プロ野球の興行が再開される。

	1948（昭和23）年
	プロ野球初となるナイターの試合が横浜ゲーリッグ球場（現・横浜スタジアム）で行われる。

	1951（昭和26）年
	コミッショナー制度が始まる。初代コミッショナーは福井 盛太 氏。

	1953（昭和28）年
	テレビで実況放送が始まる。 

	1965（昭和40）年
	プロ野球新人選択会議（ドラフト制度）が始まる。

	1973（昭和48）年
	パ・リーグが２シーズン制を採用する。（1982年に廃止）

	1975（昭和50）年
	パ・リーグがＤＨ（指名打者）制を採用する。

	1988（昭和63）年
	東京ドームが日本初の屋根付き野球場としてオープンする。

	1993（平成[image: image34.png]


5）年
	ＦＡ（フリーエージェント）制が採用される。

	2004（平成16）年
	パ・リーグでプレーオフ制度が導入される。
オリックス・ブルーウェーブと近鉄バファローズの統合問題から選手会がストライキを決行。

	2005（平成17）年
	パ・リーグとセ・リーグでの交流戦が導入される。

	2007（平成19）年
	セ・リーグでクライマックス・シリーズが導入される。


パ・リーグとセ・リーグの各球団
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パシフィックリーグ PACIFIC LEAGUE

· 北海道日本ハムファイターズ

· 東北楽天ゴールデンイーグルス

· 千葉ロッテマリーンズ

· 西武ライオンズ

· オリックス・バファローズ

· 福岡ソフトバンクホークス
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セントラルリーグ CENTRAL LEAGUE

· 読売ジャイアンツ

· ヤクルトスワローズ

· 横浜ベイスターズ

· 中日ドラゴンズ

· 阪神タイガース

· 広島東洋カープ
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